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PFリングの直線部増強計画は２００２年度のＢＬ１、ＢＬ５等基幹チャンネル更新を皮切り

に小規模の先行改造や準備作業を進めてきた。２００３年度には更新する４６台の四極電磁石を、

２００４年度には改造に必要なビームダクト全数と四極電磁石電源の製作を完了し、この２００

５年３月より約６ヶ月間の工期でリング本体の改造作業を始めている。９月１２日から約３週間

の立上調整と真空焼き出し運転を経て、ユーザー運転再開は１０月１２日からを予定している。 

３月中は主に偏向電磁石部を含む古い真空ダクトの撤去作業を行っており、その後直線部のす

べての四極電磁石を架台ごと撤去して、空になったリングトンネルの床にあらたなベースプレー

トを設置しなおしたのち新しい四極電磁石を搬入する。偏向電磁石の位置は変更せず、既存のビ

ームラインの光軸を保存するように電磁石の精密アライメントが行われる。この更新作業の結果

１９８２年の開業以来更新せずに使い続けているリングコンポーネントは２８台の偏向電磁石

本体のみとなる。直線部増強計画のひとつの目玉である４か所の新設短直線部のうちＢＬ１７に

は６月に周期長１６ｍｍの短周期アンジュレータが搬入設置される。リングトンネル内では基幹

チャンネル部の、実験フロアでは新ビームラインの建設が並行して進められている。 

７月から８月にかけての夏季期間にはＬＩＮＡＣおよびＫＥＫＢのグループと共同で、ＬＩＮ

ＡＣのビームをＫＥＫＢとＰＦリングに振り分ける第３スイッチヤード内のビーム輸送路の改

造作業を行うことになった。この改造はＫＥＫＢとＰＦリングへの同時入射、すなわちＰＦリン

グへのトップアップ運転を早期に可能にすることを目的としている。 


